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月 火 水 木 金 土 日 
  1 2 3 4 5 

  休館日 

(元旦) 
休館日 休館日 

 

休館日 

 

 

6 7 8 9 10 11 12 

 休館日 ・カラオケ 

 

第３回はたちのつどい実

行委員会 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・ペン習字 

・健康体操 

・ハンドメイド 

 

★門松撤収 

・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

・陶芸 

・囲碁 

 

 

13 14 15 16 17 18 19 

休館日 

(成人の日) 

休館日 

(祝日の振替休日) 

 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・ペン習字 

・健康体操 

 ・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

行政配布 

★えいごといっしょ 

★ちびっこアート 

・陶芸 

休館日 
 

20 21 22 23 24 25 26 

休館日 放課後子ども教室 

・カラオケ 

 

★志津チャレンジ隊 

・あじさいカラオケ 

・健康体操 

・囲碁 ・はつらつ伝承塾 

・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

★伝承料理継承 

・陶芸 

 

27 28 29 30 31   

休館日 放課後子ども教室 

・カラオケ 

 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

 ・ヨガクラブ24  ★教育事業 

・自主グループ 

講
座
の
申
し
込
み
は 

左
記
の
公
民
館
ラ
イ
ン
コ
ー
ド
か
ら
で
も
、

申
し
込
め
ま
す
。 

自治連合会長 

中島 雅夫氏 

 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建
一 

 

   

【
ち
び
っ
こ
ア
ー
ト
⑨
】 

と 

き 
 

１
月
18

日
（
土
） 

 
 
 

14

：

00

～
15

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

内 

容 
 

テ
ー
プ
芯
で
ゆ
ら
ゆ
ら
お
も
ち
ゃ 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
低
学
年
ま
で
の 

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

講 

師 
  

小
林 

布
美
子 

氏 

 

十
五
年(

一
六
一
〇)

の
頃
、
高
田
派
真
教
上
人

の
専
修
寺(

当
時
の
本
寺
は
現
あ
わ
ら
市
熊
坂) 

へ
改
宗
し
た
。
そ
の
後
真
教
上
人
が
畠
中(

現
殿

下
地
区)

で
一
宇
建
立
し
た
の
で(

畠
中
専
修

寺)

、
住
持
「
善
哲
」
も
真
教
上
人
に
帰
依
し
、
上

人
の
息
男(

む
す
こ)

を
も
ら
い
受
け
相
続
さ
せ

た
。 

 
 

し
か
し
、
明
暦
二
年(

一
六
五
六)

の
頃
よ
り

伊
勢
一
身
田
の
専
修
寺
と
高
田
派
の
本
寺
争
い

で
激
し
く
対
立
し
て
い
た
畠
中
専
修
寺
は
、
寛

文
三
年
の
頃
幕
府
の
裁
定
で
敗
北
し
一
宇
残
ら

ず
こ
と
ご
と
く
破
却
さ
れ
、
末
寺
や
門
徒
同
行

が
散
り
ぢ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

  

そ
の
よ
う
な
な
か
住
持
「
智
善
」
は
元
禄
年
間

(

一
六
八
八
～)

に
鯖
江
誠
照
寺
へ
改
派
し
た
。そ

の
後
代
々
鯖
江
誠
照
寺
の
末
寺
で
あ
る
。 

 
 

善
福
寺
の
由
緒
書
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る

が
、
安
野
谷
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
様
子
が

「
大
森
英
世
家
文
書
」
に
み
ら
れ
る
。 

  

要
約
す
る
と
大
森
家
当
主
は
善
福
寺
御
堂
の

再
建
を
強
く
思
っ
て
い
た
が
、
同
行
は
あ
ま
り
乗

り
気
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
宝
暦
四
年(

一
七

五
四)

に
必
要
な
材
木
を
す
べ
て
自
分
の
持
山
か

ら
出
し
、米
も
二
十
六
俵
、
さ
ら
に
屋
敷
の
隣
地

を
提
供
し
岩
山
を
削
り
寺
地
と
し
た
。
建
て
か

け
た
と
こ
ろ
が
屋
根
葺
き
の
材
料
が
不
足
し
た
。

そ
れ
で
白
滝
村
・
清
水
畑
平
尾
村
・
野
口
・
甑
谷

村
・
大
森
村
の
同
行
が
牛
馬
に
藁
・
茅
を
積
ん
で

持
ち
寄
っ
た
の
で
屋
根
を
葺
く
こ
と
が
出
来
た

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
て
善
福
寺
は
現
在 

【
え
い
ご
と
い
っ
し
ょ
⑨
】 

と 

き 
 

１
月
18

日
（
土
） 

 
 
 
 
 

13

：

10

～
13

：

50 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
  Snow 

Man 

雪
だ
る
ま
を
作
ろ
う 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
低
学
年
ま
で
の 

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

講 

師 
 

山
本 

康
代 

氏 

 

  

清
水
西
地
区
の
寺
院 

        

大
森
町  

善
福
寺  

 

【
志
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
⑨
】 

と 

き 
 

１
月
22

日
（
水
） 

 
 
 

15

：

20

～
17

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
 
SDGs

ゲ
ー
ム 

お
好
み
焼
き 

講 

師 
 

山
本 
康
代 

氏 

 
 
 
 
 

 

 
 

今
回
は
大
森
町
の
集
落
の
ほ
ぼ
中
心
に
寺

基
を
構
え
る
安
野
山 

善
福
寺
の
歴
史
を
み
て

み
よ
う
。
真
宗
誠
照
寺
派(

じ
ょ
う
し
ょ
う
じ

は)

、本
山
鯖
江
市
誠
照
寺
の
末
寺
で
あ
る
。 

 
 

善
福
寺
の
境
内
に
は
か
つ
て
清
水
町
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
樹
齢
約
百
五
十

年
と
推
定
さ
れ
る
枝
垂
桜(

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ)

の

大
木
が
あ
っ
た
。 

毎
年
四
月
に
は
御
堂
を
背
に
淡
い
ピ
ン
ク
色

の
桜
の
花
が
咲
き
誇
り
、「
薄
墨
桜
」
と
も
呼
ば

れ
て
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
た
。し
か
し
、平
成

十
五
年
、
春
先
の
季
節
外
れ
の
大
雪
で
倒
れ
て

し
ま
い
残
念
な
が
ら
今
で
は
石
碑
に
そ
の
名
残

を
と
ど
め
る
の
み
で
あ
る
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
善
福
寺
は
も
と
も
と
今
の
場
所

に
は
建
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
宗
派
の
変
遷

も
み
ら
れ
る
。 

 
 

由
緒
書
に
よ
る
と
往
古
は
天
台
宗
で
寺
地

は
安
野
谷
に
あ
っ
た
。
寺
地
二
千
五
百
歩
、
寺

領
百
石
あ
り
境
内
に
は
大
日
堂
・
経
堂
・
鐘
楼

門
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
天
正
年
中(

一
五
七

三
～)

の
信
長
兵
乱
に
よ
り
こ
と
ご
と
く
焼
き

払
わ
れ
、
一
宇
残
ら
ず
破
却
さ
れ
た
。
鐘
楼
門

の
跡
を
人
は
大
門
と
称
し
て
い
る
。 

 
 

慶
長
元
年(

一
五
九
六)

住
持
「
道
円
」
が
当

村
天
目
山
城
跡
の
麓
に
建
立
し
た
が
、慶
長 
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清水西公民館 LINE  

【
伝
承
料
理
継
承 

食
へ
の
こ
だ
わ
り
④ 

こ
う
じ
み
そ
づ
く
り
＆ 

お
か
ず
み
そ
の
つ
く
り
か
た
】 

と 

き 
 

１
月
25

日
（
土
） 

 
 
 
 
 

10

：

00

～
12

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
  

こ
う
じ
み
そ
づ
く
り
＆ 

お
か
ず
み
そ
の
つ
く
り
か
た 

対 

象 
 

地
区
住
民 

講 

師 
 

寺
坂 

律
子 

氏 

（
県
食
育
リ
ー
ダ
ー
） 

は
つ
ら
つ
伝
承
塾
の
方
々 

問い合わせ先：清水西公民館 ☎＆FAX 0776-98-4560 (9：00～17：00 月曜日、第三日曜日、祝日休館日) 

地
に
寺
基
を
構
え
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
由
緒
書
に
み
ら
れ
る
真
宗
高
田

派
は
現
在
三
重
県
津
市
一
身
田
専
修
寺
を
本

山
と
す
る
宗
派
で
、か
つ
て
は
本
願
寺
派
と
な
ら

ぶ
真
宗
の
源
流
で
あ
っ
た
。越
前
に
最
初
に
教
線

を
伸
ば
し
て
き
た
の
も
高
田
教
団
で
、
三
門
徒

を
派
出
し
て
い
る
。
戦
国
期
か
ら
伊
勢
と
越
前

の
両
専
修
寺
は
本
寺
争
い
を
続
け
、
江
戸
初
期

に
越
前
側
の
敗
訴
で
決
着
し
て
い
る
。
越
前
の

専
修
寺(

畠
中)

は
転
派
し
大
味
の
法
雲
寺
と
な

る
。善
福
寺
は
こ
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
た
。 

 
 

ま
た
、
畠
中
専
修
寺
・
真
教
の
息
男
に
善
福

寺
は
相
続
さ
れ
て
い
る
が
、
真
教
は
初
代
福
井

藩
主
結
城
秀
康
の
娘
直
子(

忠
直
の
妹)

を
妻
と

し
て
い
る
の
で
、善
福
寺
の
祖
先
が
結
城
家
と
系

譜
の
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

な
お
、
大
森
町
に
「
だ
い
も
ん
」
と
い
う
屋
号

の
家
が
あ
る
。
そ
の
位
置
が
変
わ
っ
て
い
な
い
と

し
た
ら
、
善
福
寺
の
故
地
は
谷
と
い
う
よ
り
三

四
字
堂
安
の
天
目
山
の
麓
の
現
在
人
家
の
あ
る

背
後
の
台
地
上
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

   

参
考
文
献  

『
清
水
町
史
』
『
福
井
市
史
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『
福
井
県
史
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日  時 ： １1月 26日(日) 

16：15～18：00 

場  所 ： 駐車場、大会議室 

参加者 ： 88名 
 

  願い事を書いて風船に貼ったスカイ

ランタンを、イルミネーション点灯式のカ

ウントダウンとともに一斉に夜空に放し

ました。 

 公民館の瞬く電球と揺れるスカイラン

タンが冬の空を彩っていました。 

 心配していた雨も止んでよかったで

す。願い事かなうといいですね。スカイラ

ンタンは各自持って帰りました。 

 

～Outdoor×English 米粉ドーナツを作ろう～ 

日  時 ： １2月 7日(土)9：30～12：00 

場  所 ： 大会議室 

講  師 ： 小林 布美子 氏 
参加者 ： 14 名 
 

 昨年から参加されている方は、かご作りを続け続々

作品が仕上がっています。今年からの方は、竹の編み

方を先生に聞きながら進めています。立ち上げていく

ところやふちどめの飾りを編 

むところが難関のようです。 

放任竹林の問題解決のための 

竹を使った作品作りが進んで 

います。 

 

 

日  時 ： １1月 27日(水)15：20～17：30 

参加者 ： 17名 
         

  県産米粉を使ってドーナツ作りをしました。ドー 

ナツ型にしていくのが楽しかったようです。 

揚げてたてのドーナツはサクサクとして、おいしい 

という声があちこちで聞こえてきました。 

               小麦アレルギーの方にも安心 

して食べられます。 

お家でも挑戦してみてね。 

 

  

 

  

 

 

 

 

日  時 ： １2月7日(土)9：30～15：00 

場  所 ： 清水西小学校児童玄関 

    公民館玄関 

協力者 ： 16 名 

 

～かご作り～ 
クリスマス花のアレンジメント＆

正月花の寄せ植え教室 
日  時 ： １2月 14日(土)10：30～11：30 

場  所 ： 大会議室 

講  師 ： 西川 七恵 氏、片岡 小有里 氏（はな里）   

参加者 ： 16名 
 

 門松の竹は地域の竹 

を加工し、正月飾りを 

加えて寄せ植えをして 

いきました。 

クリスマス花は深紅 

の花を緑の中にいれリボンで飾りました。玄関などに置い

てお正月やクリスマスを迎えましょう。 

    

 

日  時 ： １2月 11日(水)15：20～17：15 

参加者 ： 16 名 
   

  英語でクレープ作りに挑戦しました。生地の上に缶詰の

ミカンとパイナップル、バナナを載せて生クリームをたっぷ

り、そこへチョコレートシロップを足して出来上がり。自分 

で作ったものはさらにおいしく感じ 

たようです。 

                アルファベットの点と点をつなげ 

てサンタやツリーの絵を描きまし 

た。英語でのビンゴ大会、プレゼン 

トをゲットできたかな。 

  

                

しみず西遊輝冬のイベント「ライトアップ」事業  

…放課後子ども教室… 

自衛消防訓練実施‼ 

11月 26日(火)16：05実施 

調理室から火が出たとの想定の中、放課

後子ども教室の子どもたち、ボランティアの

方たち、公民館職員もすばやく通報、対処し、

避難することが出来ました。消防車や救急車

両の見学もあり、好奇心旺盛な子どもたち

は、目を輝かせて見ていました。 

場  所 ： 大会議室、小会議室、調理室 

講  師 ： 山本 康代 氏 

～Outdoor×English クレープ作りとクリスマスゲーム～ 

１２月１７日 

ゴールドクレスト

の木に各自がクリス

マスの飾りつけをし

ました。 

サンタやリボンを付

けて個性あふれるツ

リーが出来ました。 

 竹を使って作品作りに日々励ん

でいる竹工房の方を中心に清水

西小学校児童玄関と、公民館玄関

に対の門松を設置していただき

ました。竹、松、杉は地区から採集

したものでまさに地産地消の門

松です。 

今年も、公民館前と小学校前の

門松は斜めに切った竹の節が見

え、みんなでにっこり微笑んでい

るようです。 

来年も笑って過ごせますように。 


